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Jewett,Freeman,Chopinに見 る世 紀 末 女 流 文 学 気 質
亀 山 照 夫
ω
未曾有の荒廃を生んだ南北戦争 は良識ある人々に幻滅 と無気力さを残 し,RalphWa璽doEmerson
は 日誌 に 「戦争は慢性的絶望 に対 しては,慢 性的希望 を確認 した」(1)と記 して いる。(1865年7月)だ
が続 く1870年代には前代未聞の汚職 賄賂が起 こり,政治は腐敗をきわめた。これらの無節操さに
業を煮 や したWaltWhitmanは「おそら く,今 日の ように,こ こ合衆国において心 がうつろな状態
にな っているこ とはかってなか った。純粋な信念 とい うものが,わ れわれ を見捨てて しまった ように
思え る。」(『民主主義の展望』1871)(z;と嘆 き,民 主主義の危機を警告 した。 また西部で起 こったゴー
ル ド・ラヅシュは最高潮に達 し,一 握千金の夢に人々は乗 せられ,亀 井俊介氏のことば通 り 「暮 らし
は高 く思いは低 し」〔3)の軽重浮薄の世情は止まる ところを知 らなかった。
一一方,戦 争終結 とともに国内の地理的,政 治的 障害は消えて,こ れまで一地方に閉 じこめ られてい
た人 々の世界の地平線 が広 がるにつれて,と か く各地方の特色は失われがちであった。そ こで,集 約
的な過去の幻影,非 力ながら豊かな叙情を失わずにいる地方人の問のディスコース,色挺せはしたが
質朴な田園生活のナラティヴ,各地の方言や風習や祭儀を,積極的に文学の素材として求めていった
のが,地 方色文学の発生であ った。1880年の初めか ら1890年代の終 わ り頃まで続いたのであ る。文
学の地方分権化が叫ばれたのもこの頃であった。
と同時に,進 歩の信念 と実践が,人 々の過 去の生活の クォリティをは ぎ取 り,人 々の無垢な精神や
篤実 な勤労の美徳の記憶 を無価値な もの として捨てさる傾向があ ったこ とはたしかである。 この よう
な抗 しきれない事情の もとでの地方色文学 の発生を,JayMartinはr歴史的現実の集団の心理的退
却」ωと位置づけている。産業文明の弊害の悪夢を前にして,地:方性が色腿せるのを必死に食い止め
よ う と,彼 らは 「過 去 へ の後 退,過 去 的観 点 の擁 護 」(Martin,1血7ぴθ5∫,83)に立 った ので あ り,そ
のことでかえって 「アメリカの文化的伝統 とアメリカの新 しい生活の環境が相対立するという事実」
に悩んだ感性豊かな人々でもあったという。その意味でも地方色作家たちは 「現在の牧歌的過去」を
調いあげた最後の文人たちだ というこ とになる。 しか しそ うした見方ばか りをよ しとしない。「牧歌
的過去」を語るさいの,日 常の細 々しか事 由を語 る女性の会話 のや りとりのなかにに じみ出て くる時





1870年代のニ ューイングラン ドでは,南 北戦争を契機 として成人男性 と女性 との問に文化的差異
が逆転 した事 実 を,PerryG.WestbrookはAcreofFlint:Sα励07η θル砂6〃舵 〃fθ7Coκ'6,ηρo z漉s
(RevisedEdition)(5)のなか で次 よ うに説 明 してい る。
理 由はた くさんあ る。南北戦争の殺数の結果によって,男 性が単純 に数字的 に劣等にな った こ
と。人 々の西部への移住。そ して女性 を伝統的な役割に封 じ込めた こと。それが,男 性に闘 かれて
いた多 くの活動か ら彼女 らを排除 し,か くて例えば もの を書 くとい った文化的な気晴 らしを彼女に
強いたのである。 ものを書 くことは家の雑事のあいまに家のなかで果たすことができたのである。
あれや これやの原因が,疑 いもな く,い やもっ と決定的に,こ の国全体 よりはニ ューイングラン ド
で作用 したのであ る。_.か くして数多 くの女性が夫を見つけることができな くて,故 郷の村 々に
とり残されて しまった。 もちろんこうした女性の うちで も二三人は作家にな ったが,残 りの多 くは
読者 に回 り,自 分たちの生 き方を取 り扱 っている書 きものに自然 と惹かれていったのである。 い う
まで もな く村落の環境は,田 園のニ ゴ.一イングラン ドをよ く知っている女流の作家たちが解釈 する
には最 もふさわ しいであろ う,ま さにそ うした ところだ ったのだ(3)。
こう した歴史的事情の特異な背景があ って,女 性読者が作家になることに よって彼 らの生 きた実情 を
こと細 かにフィクション化することができ,そ れを読者に伝える役割を演 じたのである。 私の共感 を
引いたのはこのニューイングラン ドの地方色文学であった。 とりわけメイン州の片田舎に住み,感 性






する。ジ ュエ ッ トはウィラ ・キ ャザー に宛てた手紙のなかで 「心を数年 にわた って幾度 とな く緊張さ
せて,つ いには原稿用紙の上にぴった りと収まる もの ささやかな ことであれ,偉 大な ことであ
れ,そ れが文学に とってはふ さわ しい ものです。」〔6)と書 いている。 ジ ュエ ッ トが 目指 した文学指標
は,長 年心に温存 しておいた,自 分の気持ちにぴった りと調和 し,居 住まいを正 した,し か もパ ッシ
ヨネイ トな世界を奥に秘めた小説であ った。 これはある意味で同じニ ューイングラン ド出身のメア リ
一 ・ウィル キ ンズ ・フ リーマ ン(MaryWilkinsFreeman)(1852-1930)にも当て は ま る文 学指 標 で
あ る。
これ とは正 反対 に,同 時 代 の作家 ケ イ ト ・シ ョパ ン(K3teChopin)(1851-1904)は,地方 色作 家
としての立場か ら,一・転 して 自立 した女流作家 として私の 口を鮮やかに方向転換 させて くれた作家で
あ る'。シ ョパ ン は,『 目覚 め』(T{teAwakening)(1899)(a)において,飛 び ぬけ て多感 な女 性 を描 くこ
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とで,当 時の女流作家の リスペクタビ リティとは挟を分かつにいたったのだ。彼女の意識 にはもう地
方色 といったことばは不要だ ったのだ。
人妻エ ドナ ・ポソテ リエールはは じめはイプセンの 『人形の家』のノラの ごとく,夫 か ら 「自分の
大切な財産」(1章)と して見 られていたが,夏 の避暑地で知 り合 った男性 ロペ ーールに,「初めて感 じ
る欲望」(X章)を 感 じる時から自立 した女を意識 し,彼 がメキシコに発つひ とときの別れに 「のぼ
せ上がる徴候」(調車)を 見せ,こ うした性愛(エ ロス)か ら次第 にナルシス ト的独走に走 り,や が
てひたひた と忍び寄 る霊(ス ピ リッツ)と その魔性(「もや」 と眠気)に 引 きず りこまれ,同 時的に
死の舞踏(タ ナ トス)に 脅かされ,最 後は もろもろの しがらみを脱 ぎ捨てて,彼 女を包み こむ海の霊
に導かれるようにして波間に消えてい く。 シ ョパンに とって も,こ うした宿命的覚醒 こそは新 しい文
学の素地を開拓したといえる。同時に彼女は当時としては飛びぬけた感性ゆえに四面楚歌という途方
もない茨の道を歩まされることにな る。
こ う読 んで くる と,比 較 の対 象 として ジ ュエ ッ トのrと ん が り縦 の 木の 国』(1896)〔8)は,いか に も
とり澄ま した感がある。作家 とおぼ しき語 り手が,狂 気(リ トルペイジ船長)と 増悪(マ リー ・パ リ
スに対す る トッ ド夫人の)と 孤独(イ ライ ジャ老人)を そのままに し,地方色の本質 を形骸のままに
置いて きぼ りに して,最 後,美 観の風景を記憶 に とどめたまま,文 明の世界に帰還 して しまうのは,
作者のやや安易な発想なのか と,い ささか気になるところである。すべてを調和 と温和な世界に包み
こむ 自然 と慎みを前提 とした情念を描 くrとんが り縦』 と,人 間の内なる自然 と大 自然 とが激 しくぶ
つかる 『目覚め』 とでは,読 む側の心の反応がまった く異な り,扱 う世界が異次元の感がある。 とこ
うが意外な ところで作家の想像 力が和合す る部分がある。 これについては後で述べる。
(2)
近年の十九世紀のアメリカ女性作家たちの再確認の運動として,従来文学史にものぼらなかった女
流作家 が続 」,と発掘 さ れ,そ れ が 丁加(Other)。ん 〃召ノ'`侃7初4伽 πs;Nineteen〃1-Cθπ'～の,Women
Writers(RutgersUniversityPress)(9)とい う 本 と な っ て 出 た 。 そ の な か でJosephineDonovanは一 編
の論 文を地方主義の文学について載せているが,従 来軽視されて きた 「抑圧さ;れた知識」をはね返す
新たなる力を地方から求めることを ミシェル ・フー コーの発想から借 りており,地 方主義 にはずみを
付けているのはきわめて新鮮である。その論文のなかで ドノヴァソは,も うひ とりのニューイングラ
ン ドの地方 色作 家RoseTerryCookeの``MissLucinda"(1861)から出発 して,主 人公Lucindaの
お仕着せでない自由な発想を評価 し,テ リー ・クックがカルヴィニス ト・イデオロギーか ら脱却 して
い る こ とを述 べ,そ れ を出発 点 に して,ハ リエ ッ ト ・ビーチ ャー ・ス トウ夫 人,ジ ュエ ッ ト,フ リー
マン等の作品のなかにひそむカルヴィニス トに対する反抗 を,特 に圓々の生活か ら裏打ちされた反抗
の気運を大 きく打ち出 している。
このように,従来の地方主義の評価である過去への単なる郷愁や文学史の単なる穴埋め的な知識か




ただ過去 において そ う した評価 はなか ったの か とい う と,そ うではな く,あ の名著 ・曲解 加 π
Renaissanceを書 い たF.0.Matthiessenが,まだ少 壮 の 研 究 家 で つた1931年に"NewEngland
Stories"⑩とい う論文 をすで に書いていた。 マシースソは,当 時アメ リカ文学の広大なスパーンを視
野に入れなが ら,そ のなかの小さな領域 を占めるにす ぎなかったであろうニ ューイングラン ド地方色
文学 に特 に愛情 を持 っていた ようである。彼の手 になるセア ラ ・ジュエヅ トの伝記はすでに1929年
に出版されてお り,翌年 フ リーマンが亡 くなったのに対 して,マ シー スンはその翌年 「ニ ューイング
ラン ド物語」のなかで彼女の文学を高く評価 している。彼女の土地に対する愛着,土地特有の歴史的
状況,それに対する彼女の作家 としての姿勢,人 々の生活に対する衣着せない批判等を彼は見逃さず
に発見 し,そ の熱意にはただならぬもの を感 じる。
そ うした先駆的研究があ った(そ れはまた後述する)に もかかわ らず,地 方色作家 は,日 の 目を見
ないで最近 までほ とん ど知 られないで来た。 しか しそうした経緯が最近ではそれほど言われな くなっ
たほ ど,知 られざるア メリカの地方文化 を支えて きたとして高 く評価 されている。その認識は今や不
動の ものな りつつある。特 にジュエッ トとフ リーマンは,「生活を報告 したばか りではない。生活を
創造 したのだ。世界のではな く,少な くとも彼女たちの田舎を,ア メ リカの土壌 を豊 かな ものに して
きた永遠の持続性 を。」(Matthiessen,105)ここでは厳 しい気候 とや せた土壌の上に花ひ らいた文学
をこよな く愛 し続けたマシースンの批評家 としての麗 しい ことばで代表させてお くことにす る。
(3)
ユ880年代当時は,軽 重浮薄の時代ではあったが,同 時 に国全体が力動特,流 動的な気運が横溢 し,
活気に満ちていたこ とは見逃せない。当時出版されたrハ ックルベ リー ・フ ィソの冒険』(1884)が
そのへんの事情 をみごとに具現 している。 したが って,遠 く後退 して いったニューイングラン ドの辺
鄙な土地に生 きることは,夢 への憧れをもちながら夢破れて,祖 先伝来の土地に固執 しなが ら,が ん
じが らめな敗退の生活 に甘ん じることを意味 していた。国運 と繁栄の陰の部分を背負っていかなけれ
ばな らず,生 活の倫理 を御 していかなければな らなかった知的エ リー ト,特に女性作家たちの苦悩は
多かった。 しか し,彼 女たちは,時 代の仮面に裏側にいぜん として潜んでいた カルヴィソ主義を抵抗
の対象 として,む しろその悪 しき結果 と格闘 していった。話 し言葉のなかか ら出て くる思わぬ 日常性
を突き破ることばの豊穣性,また女性の力強い比喩精神などを使って対抗 したのである。それが近年
見なおされて,フ ェミニズムを対抗手段 とする研究が出てきている。 ここがJayMartinの,「過去を
擁護する」役 目としか見いだせない批評 との境 目である。
それでは,当 時にニ ューイングラン ドの人たちは どのような試行錯誤を続けながら,短 日の生活を
送 っていたのであろ うか。先述のマシースγは・ニ ューイングラン ド地方色の先輩作家 ス トウ夫人
(HarrietBeccherSto、ve)(1811-1896)につ いて,こ う伝 えて い る。 彼女 の登場 人物 たちは 「無 限 に .
ついての途方 もない畏怖す る問題 それゆえ深遠で表現で きないメランコリー」 との 「思想上の終 わ
る こ との ない 闘争 に深 く根 さ して いた」(Matthiessen,96)と。 フ リーマン はマサ チ ューセ ッツ州の
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ラソ ドル フ(Randolph)に生 まれ,育 ち,ヴ ァーモ ン ト州 の ブ ラ トル ボ ロー(Brattleboro)の町 里
で,興 味の 目を外側 に向け,そ の凝視する観察眼には,森 閑 とした虚空に,遠 く宇宙への戦標 を覚え
たろ うことは推察がつ く。深遠な広が りの無限の宇宙 に思考 をよせつつ,孤 独,不 安,戦{栗,神秘,
といった共通感覚を人 と分かち合いたかったであろう。それでいて,外 に向けて発せられた言葉の持
つ弾みは,そ れな りに慰めの戦略 となった と想像される。19世紀後半において,ニ ューイングラン
ドの 「人 々はハエの ように死んでいった」 とヘン リー ・アダムズは言 っている(『ヘ ンリー ・アダム
ズの教育』22章)通 り,進 歩か ら離脱 していった暗い淀んだ世界のニ ューイ ングラン ドの片隅 にあ
りなが ら,彼 女たちは,想 像力を駆使 して,外 的空間は もとより,内 的空間を自己の体験 と照 らし合
わせて創作に励み,ト ランセンデンタリズムの影響を深 く受 けつつ,文 学の結晶を次々 と生み出 して
いったことは容易に想豫される。
(4)
ニ ューイングラン ドの女流の地方色作家たちは,「その動機 は,決 して純粋に文学的ではなかった。
じっさ いに ほ とん ど文学 的 では なか った。」(Matthiessen,96)彼女た ち の小説 は風刺 や ユ ーモ ア に
やや欠けており,行 動する範囲は狭 く,行 き先は不透明で閉塞 された状態にあ った。 とくにメアリー
・フリーマンは切迫 した感情の高ま りを物語に爆発させたい欲望を抑 えれず,性 急なまでにもの ごと
の求心的な点に螺旋状に降 り立ってい くその勢いは,感 動をあたえる反面,時 にはぶっきらぼうな不
器用な文体 となって しまい,文 体の統一.一された美観念か らは縁遠い印象を与えて しま う。 また作家 と
しての判断 にきめの細かさが欠けている。いかなる短編 でも,一 二箇所,説 得力のある素晴 らしいパ
ッセー ジに出会 うことがあるに もかかわらず,マ シー スンもいうように,フ リーマンは 自分は作家 に
なるつ もりはなかった,と い うことばが記憶に残 るほ ど,文体の拙 さが口につ く。彼女は 「生 まれつ
き芸術家ではなかった。彼女は辛辣な激烈さの偉大な能力と,真実と相対峙とする決意を持ち合わせ
て い た の だ 。」(Matthiessen102一一3)
また主 題 に して も,ジ ュエ ッ トが,:.,_一イ ング ラ ン ドの歴 史 とそ の遺 産(legacy)とを大 切に保
持 しつつ,そ の衰退の精美をパノラマ状に丹念 に跡づけていったのに対 し,マ シースンを再び引用す
れば,ブ リ…マ ンは,「祖先の強烈 な内省によって歪め ら;れ,捻じれた存在のパ ター ン」 に追いつめ
られた登場人物たちが演 じる 「ひとつの時代が もたら し達成の潮流が引いていて しまって久 しい田舎
町 の[人 々の]か かわ り合 い」(Matthiessen,99)を書 いて い った。 それ は ま こ とに その通 りであ ろ
う。ただ,そ の ように追いつめ られた人 々の 「歪め られ,振 じれた存在のパ ターン」 とのみ言ったの
では,や は りフリーマンの 「異常心理学」好み と同 じ見方になって しまう恐れがある。フ リーマンを
もう一度 復権 させるには,そ うした観点か らの脱却が必要 とな って くる。
そ こで,こ の時 代 に流行 した 「心 霊主 義」(spiritualism)を考察 す る必要 が あ る。
フ リーマ ンは 「や さ しい幽霊 」(``AGentleGhost"1887)⑪を書 いた のち,ジ ュエ ッ トが感 心 して




るが,こ うしたことに強い嗜好をもっているので,つ い神秘的で ロマ ンティックな気質へち ょっと足
を踏み込んで しまい ま した」㈱といった内容の手紙 を書いている。半分言い訳 じみた ことばではある
が,こ ののち,随 所 に見 られ るフ リーマンの神秘主義への傾斜は十分考慮 にいれてよい と思 う。 この
地方の原初的な,呪 わ しいピ ュ「 リタニズムの歴史から抜け出そうと,フ リーマンは考えていなが ら
も,そ の土地 がもつ地霊に逆に引 き込 まれる,土 地 への愛着があ った と思 う。 それが,彼 女を文学 の
魅 力に引 き込 んだ素因である と思 うのである。
「や さ しい幽 霊 」 の なか で フ リー マ ンは,フ ロー ラ ・ダン(FloraDunn)とそ の母 の 「二 人 はニ ュ
ーイングラン ドの土壌を歩んでいた。 しかし神秘主義の暗い牧場の問の細い道の上を結局歩んでいた
のだ。」(247)と書いている。孤 児のナンシー(NancyWren)の不可解な言動 が大人の世界 をきり
きり舞にさせて しまう,と いう物語 自体は,作 品 として もうひ とつきちん と出来ていない(陣 き声 が
聞 こえるにもかかわ らず救貧院の内部の他の人 々が無関心であること等)の で,名 作 と言 うにはほ ど
遠 いか もしれない。 しか しもうこの世にいない 「ジェーンを見た」 と言い張るこの子供にことばに少
しは気を配 って もいいのでは ないか。「精霊 によって愚依 され る祭司的人物」　⇒とまでぽ言 わな くと
も,巫 女的相貌の孤児ナンシー ・レソに,遊 戯を越えた真実味を見いだ したダン母娘 と同 じ感受性 を
持つ読者であれば,こ れは単 にナンシー ・レソの気ま ぐれな行為ではない ということに気がつ くであ
ろう。 この 「哀れむべき幻想」が単に 「幽霊一族が子供のか らっぽな想像力を一杯 に した」 と作者 が
解説 している程度で終 わ りにすることはで きない。ナンシーが昼間の墓地で 「見た」 とい う亡 き人影
は,幻 想 とな って夜な夜な彼女を襲 ったのだと推察 したい。昼間の遊戯が,そ のまま夜の現実 となっ
て哀れなナンシー に乗 り移 ったのだろ う。病理的であろ うと現実の亡霊であろうと,幻 影はそれを見
た人の心の病 とともに育つ想像力である。解放されない限 り,病=幻 想は永遠 に続 く。幸い,こ の物
語の推移のなかでは,つ い数 カ月前に亡 くなった妹 ジェ二一の亡霊だ と主張するフローラの,神 経 を
す り減 らす ように毎夜 「見張 り」に立つ勇気 と愛情があ ったからこそ,ナ ンシーの孤独 と恐怖 の訴え
は聞 き入れ られて解放 され,ま た母娘 も,その 「見張 りと悲 しみを通 してあ まりにも敏感 にな った想
像力」(250)から解放 さ;れるのだ。 しか しナンシーが 「見たもの」は決 してゆ るがせにはで きない。
なぜな ら、魂の本源を見て しまったナンシーによって,ダ ソ親子はニ ューイングラン ドの神秘主義 を
考えさせ られ,心 霊現象をとことん究める決意を固めた ことは,そ のままフ リーマ ンに神秘主義的性
向をいっそ う拍車を与えた という意味で,重 要な作品であると思 うか らである。
エ ソテ リシズム(esotericism)(秘儀伝授)と 日常性 とのはざまに生 きる不安 と慌惚の人11の姿 こ
そが,フ リーマンが最 も愛 した主題なのではあるまいか と思 う。 また ここにはインディアンの残 した
大笠の痕跡があったのかも しれない。あるいはカルヴ ィニズム と抗 しながら,そ の自縛的想像力を逆
手に とって,よ り大地に根 ざ した,太 古か らの創造の歴史を辿 ろうとしていたのだ。「地霊の囁 き」
が聞 こえそ うな,な に もこけおどし的なテーマをここで持ち出そうとするつ もりはない。フ リーマン
の 「精霊」への関心が一度彼女の短編小説 を新たに読み取 る,そ うした機運が,い ままでないが しろ
にされて来た 「幽霊小説」すなわち,精 霊を主題に した研究が出て きて もよいのではないか㈲,と い
う こ とだ 。
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この系譜は尾 を引 く。ケイ ト・シ ョパ ンは地域的 にはおよそかけ離れたアメリカ深南部での霊の問
題 を取 り上げているが,そ れには伝統的な格差があることはい うま もない。先述の 『目覚め』⑮にお
いて,主 人公 工.ドナ ㊨dnaPontellier)は故郷 ケ ン タ ッキー か らニ ュー オ リン ズに来 て,・まだ湿 地帯
の多い この土地の風=Lには完全 に溶け込めない。夫の レオ ソス(L60nce)がク リオール育ちで,エ
ドナを取 り巻 く家族構成 もクリオール系統で固 まっている。そ うした経緯か ら考えてみて も,ス トー
リーの情緒的な組み立ても自ずか ら違 って きて しまうのは当然だが,エ ドナの肉欲,環 境,遺 伝的な
体質 といった自然主義の強調に加えて,こ こには霊気の ような ものが漂っていて,彼 女 を常軌の世界
から逸脱 させ,あ の深南部の先端の メキシコ湾か らカリブ海に広がる大自然へ と引きず りこもうとし
てい る。
その 第一一の予感 は ロベ ー ル(RobertLebrun)とのめ ぐり合 いで心 が沸 き立 って いた夜,些 細 な こ
とで夫 に叱 られて泣 く場面。「言 い知れぬ圧迫が_彼 女全身を言い知れぬ苦悩で満た した。それは影
の ようであ り,_.舘(mist)の よ うで もあ った。 不 思議 で,親 しみ の ない もの だ った。」(皿 章)。 そ
こでの 「鵠」``mist"の使 い方 。 それ に,誘 惑 め い た こ とば では あ るが,X章 で ロベー ル がエ ドナ に,
「八月二十八 日の十二時 に月が輝いて,幾 年月 も海岸 に取 りついていた霊たちが,入 り海か ら蘇るの
です。持ち前の洞察力で,霊 は,こ の世で価値あ る者を探 し求め,自 分の友 にするのです。」(45-6)
と囁 く場面。 これらが,そ の後のエ ドナの行動 を自我の解放,性 的奔走へと開花させるとともに,彼
女を一方向に進め る運命的 なことばで もある。 皿章のニ ューオー リンズの自宅に帰 ってみて も,彼 女
の思いはあの夏の 日々に滑 り込んでい く。
思い出に心 が揺れた。再び,小 さな波 や,帆 が風 にはため く音が聞こえそうだった。入江に輝 く
月が,ま ぶたに浮かび,熱 い南風が,そ っ と,吹 き抜ける感 じが甦った。 かすかな欲望が,彼 女の
体を流れ,筆 を持つ手が緩み,瞳 が燃え上がった。(84)
ロベールの予言通 り,精霊はエ ドナに取 りつき,海 の ささや くような盤惑的 な霊の力がロベールの声
の和 として,や がて彼女を海に引 きず り込んでい く。 ロベールが逃げることによって,彼 女の内なる
自然の発展の一切の出口が塞がれ るこ とによ り,後 は外 なる霊 と結びついた大 自然の差 しのべる霊の
,力 によって,霊 の命 じるまま,彼 女は入水 する。霊 と人間の角逐 は,不 釣 り合い と見せかけて,実 は
みごとに悲劇的 に調和することになる。 だがそれがあ まりに も調和 しすぎ,二 つの 自然が互いに迎合
しあ うことがあまりにうま く書 かれす ぎていて,す べてが完結 して しまう恐れがある。 しか も彼女の
生 きる時間が十分消化 しないで,早 晩,無 理や り死へ と引 きず りこまれるのは,エ ドナにとっては悲
劇である とともに,エ ドナ にやた ら死を予感 させ る作者に論 理の強引さがt=1立つことと,Edllaが本
当の生 に目覚める時間が短縮されて しまうのは,む ごい話だ との印象は拭い去れない。
ジュエッ ト自身 も,あ の 『とんが り縦の木の国』か らして,幽 玄の世界に引き込まれる雰囲気が最
初からあ る。幽玄 とも現実 ともつかぬ世界 にわれわれは足を踏み入れざるを得ない。スウェデソボル




が一夏厄介になる家の女主人Mrs.Toddからして,大 きな図体で 「神秘的な薬草」の庭をまるで 「巨
大 な巫女」(8)ような姿で歩いてお り,彼 女を,「テーパイの平原にひ とり停むア ンティゴネ」(49)
といったギ リシャ神話の一`えを持ち出 している。 また村で奇人 と噺 かれているCaptainLittlepageは
「私」 をつかまえ'て,友人Ga伽ttの実体験を彼 から聞いた話 として話を始める。'彼は天空をさえぎ
る暗雲垂 れこめ る北極で船 が難破 し,俳 徊する うち に,「そ こが この世界 に通 じる次 ぎなる世界」
(24)にた どり着いた話をする。「生 きた人 もいず,死 んでいる人 もいない場所」で,「霧のかたちを
した_.クモの巣状の」(25),人間 とも動物 とも見分けがっかない得体の知 れない集 団に襲われた
(25)とい う。そ してそ こが 「この世界 と次の世界の問の一種の待つ場所」(26)だという。 この話
を船長 は固 く信 じ,い っかは発表する とい う。「私」は 「うわの空」(27)で相手の話 を聞 き終 える
の だ が, 一種異様 な興奮状態 に誘われた と書いている。そ う書いている作者には,物 語全体を通 して
霊的な幻想的小説 の雰囲気があ り,小説の主題の方 向は異なれ,一 脈 ケイ ト・シ ョパ ンと相通 じてい
るものがある。
しか しジュエ ッ トの作品の内部構造はそれほど楽観的ではない し,一 律に夢 の神話構造ではかたつ
け られない。折 島民の論文㈹によれば,『とんが り椹の木』は蜘蛛の巣状,同 心円構造⑯をな している
とい う。 この独特な時間構造 が円環状 に帰趨 する仕組みにで きているなら,神 話解釈 もできよう。 し
か し時間 を気にす るジ ュエ ッ トの心象風景 には,時 間が外の世界の時間 と,内側で感 じられる時間の
感覚には大いなる差異があることがわかっていたが,作者は両面の世界には等しく歴史的時間はちゃ
ん と流れていて,通 時的,共 時的時間の観念は心得ていた。それが 『とんが り縦の木』の無時間の世
界, 夢の国になって現れたのだろ う。その例 として,外 側か ら感得された 「夢の国の時間感覚」,つ
ま り無時間的時間の中にあって,愛 妻 を亡 くし,孤独な 日tを 送るElijaTilly老人,つ まり 「この年
老いたやもめが自分の編み物に頭を突っ込んでいる様子は,まるで彼が時の糸そのものを急いで短縮
しているようだった。」(122>時間の糸を早 く操 って しまいたい と願っているように一心に縫い物 に
精をだす場面があ ってか ら,老 人 自身が 「彼女は時間が経 つのが長い ように思われると言 っていた
が, 今そのことすべてが分か りま した よ。」(123)と言 う。 これは もちろん漁 に行 ってなかなか帰 っ
てこないイライジャのことを思って言 った亡妻の ことばであろ うが,時 間が早 く経 ってほ しい と願 う
人の切ない気持ちがあって,初 めて ことば として成立するのだから,明 らかに 〈時間〉 を気 にしてい
る 。 ここに符 合する歴史的時間感覚 を感 じないわけにはいかない。確か に折島民の言うように,「夢
の中にいて,夢 の終わ りに気がつ く人はいない。rとんが り縦の木の困』にい るかぎ り,時 間の中に
戻れない。」(p.137)こう した言説には一理ある。一度そのへ足を踏み入れると,ま るで霊 にかかっ
た ように,盤 惑 されて しま う。 そ こを逃 げ出すのは,並 大抵 のこ とではで きない。 「私 」がMrs.
Toddが作 るビール酒の店番を試 しに始める と,夫 人は私 をほ った らか して,野 山1ヒ薬草取 りに出掛
けて しまい,「私」が店番 をやめ,近 くの小学校を新たな避難所 に.して 「逃げ出す」のには一大決心
せねばな らない始末。 しか しこ:れを,醒 めた時から徐々に色挺せる夢の話 にふさわ しい と添えるだろ
うか。




風刺 と批判は,ジ ュエ ットの他の短編に見 られる時代批判 と期を一に して,か な り戦闘的である。滅
びゆ く<もの〉への愛着から,頑固 として変化に対抗する彼女の保守性は,時の変化の微妙に対応し




地方色作家は,現 代の時点から考える と,どち らかといえば古風でセンチメンタルで保守的性向が
強い,と するのは もっともである。特 に,言 わず語 らずに地域の精神的指導者たる役 目を背負ってい
る作家 に とっての一般世間の批判の眼は脅威的であ り,い つで も平穏な姿勢 をとっていな くてはな ら
ない立場 にあった。例 えば ジェエヅ トの世間を意識する精神的な顔はあ った と思われ,作 品の中の主
入公の ことばにも,一 般庶民を代表す る意見でなければな らなかったろうことは推測できる。ウイラ
・キ ャザーに宛てた手紙 にも,「最 良の友人の近 くに,静 かな場所 を見つけなさい」 と忠告 したこと
にも表れているように,自 分 を囲続する狭阻な世界の最 良の友人 と閉 じこもりなさいといわんばか り
で,ず いぶん保守的に聞こえる。 この保守性が生むイメージについては もう何度か触れているので,
私は ここでは言わないが,「前工業的で,浸 食する階級の分割は、異例なほ ど無 く,暴 力,犯 罪,見 苦
しい貧困 には驚 くほ ど触れ られていない。」㈲したがって,民 族主義(racism)をもととする現代の女
流研究家 から,「差異の除外」な どという物議を醸 しそ うな麗 日の異議 が出され,ジ ュエ ッ トを人種
問題,差 別言語 とを結びつけた論文が昨今出てい る。翻そ う したことを言いだせば,同 罪 となる作家
はぞろぞろと出て くる
しか し保守はいけない とい う意見は,こ れまた当た らないであろう。フ ェミニズム指向がテキス ト
の新たな読みなお しを求めている現今,保 守の側からの発言に,瞠 目すべ き発言 が飛び出 して くるこ
とは稀ではない。作者は,ひ とつの戦略 として,あ らゆる人 々に発言させ ることによって,そ の種 々
の雑多な大衆の声に耳を傾けるのが,地力色小説の骨子であると認めているのだ。論理の混沌は見ら
れるが,い ままで父権制 によって一方的に封 じ込め られていた女性たちに堂 々と言わせている。女権
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的な発想 とは一味違 った,大 衆女性の声なのだ。保守 とは,家 庭のみの声 だけではな く,一般女性の
悲痛な声,あ るいは喜びにむせかえは しゃぐ声が聞こえる場を意味する。保守的な揚は,こ ったまぜ
の 日常生活の互いの姿を互いに見せあ う場である。 ジ ュエ ッ トもフリーマンも,そ の姿勢 に徹 しよう
としたこ とだけは,じ ゅうぶん認めてよい。 この論文の表題の 「保守か らの反逆」 というのは,こ れ
まで言い切れず押 し黙 るを得なかった女性が,己 の表題を見いだ して反抗 した とい う意味 なのだ。 こ
れまで言えずに黙 っていた女性が,「つ くりものの自我を脱 ぎ捨 てて」(『目覚め』眠草)お おらかな
脱却の声をあげたのはエ ドナなのだが,それが因習的な社会に反する声になってしまい,地方色のジ




はジュエッ トやフ リーマン と同 じ立脚点から出発 した ころは紛れ もない事実であ る。
文学の 目立 した評価の美学の世界か ら言 うならば,ジ ュエ ッ トもフ リーマン も群小の地方 色作家で
あることは認めなければなるまい。それで もジュエ ットは辞譲な風景描写 を得意 とし,抑 え られた健
全な リア リズムに個性があ り,魅 力溢れる人物を創造 したの にたいし,フ リーマンは,話 者の語 りを
じっ くり選択せず,ス トレー トに物 語の中心に下降 し(そ れゆえ 「彼女 と作中人物は一体であ る」
(Matthiessen,100)),彼女の劇性をひめた作風 は,奇 矯な性格や思いこみのはげ しい人間性をあ ま
す ところな く暴露 してい るため,読 む側には好 き嫌いの度合いが大 きい。彼女の心が…番張 りつめ,
知的にも充実 していた,彼女の求道精神の率直な観察記録の成果である作品は,何 といっても初期の
短 編 集AHumbleKonaanceandOtherStories(1887),14AセzσE"g♂α〃4ハlunandOtherStories(1891)で
あ り,こ れ以上 のフ リーマンの作品はないと言って よい。
フ リーマンの これ以後の小説群が主題的にも人物の性格描写の点で も繰 り返 しにな って しまってい
るのに対 し,マ シーセンは地方色小説家の共通 した陥穽の原 因を述べている。BretHarteもCable
もFreemanも,最初のころの作品は断然優れていながら,そ の後の作品がさっぱ りなのは,あ らゆ
るこ とに価値のある素材を作 ろうとするか らであ り,早 晩新鮮さを失って しまうのは 自然である と言
う。「たいていの リア リズムの困 った ところは,ど こか特定の視点か ら見 られることがないため,影
はあ らゆる ところに落 ちて しまい,芸 術作品にはなれないで終わ って しまうのです。」⑳というジュエ
ットの手紙をマシーセンは利用 している。 ジュエッ トは,本 は 「充実せる個性」の表現でない といけ
ない理解 し,二 十年 という長 い年 月をかけて,「自分には宝 ものに等 しい光景 を遠 くな ら眺め,記 憶
がその光景を じっくり考 えさせるかままに し,彼 らを彼女の想像力の生命 を付与する水たま りで泳が
せ,し か る後 に 『とん が り縦 の木 の 国』 を書 いた のだ 。」(Matthiessen,103)フリー マ ンに は創造 し
た人物をそ こで泳がせる余裕 というか技量 というか,戦 術を持つにはいた らなかった,と 言えよう。
最後に少 し違 った観点か ら,文学 史的観点から地:方色小説 を眺めてみたい。 とすると,や は り前世
紀末に衰退の きさ しが見えた といわねばな らない。 ジ ュエ ッ1一本人 の作品 です ら,ユ896年を過 ぎる
と,ど こか色挺 せて見えるとい うか,そ こにある限界が感 じられる。ケン ト・シ ョパ ンは別格 とし
て,地 方色小説 が衰退 してい く危機は,だ れあろうジュエ ヅ トが一一番感 じていたのではなか ったの
か。背後 に迫 りくる近 代の足音が彼女の耳にいよい よ大 きく響 くようにな った ことが挙げ られる。教
養人たる誇 りが,地 方色が伝えるべき く風景〉を 「消す」動機になった とも考え られる。 そうなるこ
とを一番恐れていたジ ュエ ッ トが,自 分の筆で 〈風景〉を 「消 して」 しまったのだ。『とんが り縦の
木の国』で,顛 末 を見 とどける立場 にある語 り部である 「私」が,作 家 に代わ って,そ れを己の視界
か ら 「消 して」 しまった のだ 。評 論家 の ジ ュ リア ・ベ イ ダ(JuliaBader)がいみ じ くも言 い表 した
「消 えゆ く視 野 」(dissolvingvision)㊧が一番 ぴ った りす る最終 場面 で,語 り部 の 「私 」 が遊 覧船 で文
明世界に帰る際に,船 から見たダネッ ト・ランディングの最後の 〈風景〉がそれに当た り,地 方色の
終 りを告げ る印象的な一幅の 〈風景〉(折島民の論文で も最後に引用 している)と して,私 の脳裏を
離れ ようとは しない。「消える」あ るいは 「消す」 とい うことばのニ ュアンスはさまざまであ るが,
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私はむ しろ作者 には 「消す」 という積極性 があったのだ と思いたい。 世紀末 も押 し詰 まった1896年
に,ジ ュエッ トは,来 るべきモダンな足音 をどれだけ気に していたのかは,推 察の域を出ない。 しか
し,ジ ュエッ ト自身,そ の足音をかき消 したい衝動があった とともに,地 方 色の牙城を守ることの重
荷か ら,す べてを帳消 しにする,「消す」 ことを積極的 に意思 したのだ と思 う。 そこで,整i然と家 々
のたたず まい,老 夫人の気骨あるやさ しさ,世 を捨てた昔の女の燦然 とさせる物語 や,明 る くしか し
しんみ りとした人 々の集い,セ ンチメンタルな話ではあ るが亡 き妻を慕 って時の糸を一 日も早 く繰 っ
てい くことを願う老人などの思い出な どを,霞 縁ある 「珊瑚礁のピソ」だけは 「私」の手に残 しただ
けで,波 立つ水平線の向 こうに 「消 した」のである。 この小説が人気を呼 び,そ の後編 がい くつか書
かれてはいるが,一度 言 って しまった後の文章は付け焼 き刃的なセンチメンタル臭 さがっきまとい,
私はあえて取 り上げない。それほ どあの小説 には時代を睨む作者の観察 眼が光っていて,モ ダンな時
代がそ こまで迫 っているのだ と考 えたい。 ジ ュエッ トには,神 話購成にはっきりとけ じめをっけ,も
う後 ろは振 り向かない,そ う決意 を見せて くれた らよかった と思 う。創造神話叫ま作家の自由ではあ
るが,私 としては,こ の本を不朽 のものにするためにも,そ うした創造神話のなかに閉 じこめてみた
か ったのである。
あの名文のさわ りをもう'一度引用 してみよう。
奥の湾の,役 に立たないスクーナー船の高いマス トと一緒に,小 さな町はこ,三 分平坦な波間 に高
くそびえていたが,そ れ も海岸の一律さの中にまた沈んでいき,他 の町 々から区別がつかな くなっ
て しまった。その呵 々も,ま るで海岸のハ リエニシダの緑の ような無表情 さゆえにこなごなに砕け
てい くように見えた。[中略コやがて風は強 く吹 きは じめ,私 たちの岬の長 く囲 まれた突端 を迂回
するために,沖 にむかって出た。そ して私がふたたび後方を見ると,島 々や岬の突端 は[船 と]と
もに走 って いたが,ダ ネ ッ ト ・ランデ ィング とそのあた りの海岸はみな姿 を消 して しまった。
(133)
私流に勝手に解釈すれば,こ の ように地方色の展望をか き消すことで,「もうこの世界には戻れな
い」との自覚 つまり自分の役 目は完了 した認識 と一致 して,ジ ュエッ ト自ら幕を引いた もの と思わ
れ る。
(注)
ωT1,〃 幼 η}(ゾ凸 π薦o,,'SfL〃η1誌ed.跳ssPerry(Tbe正{oughtonMiminCompany,Boston,1926)p.312.










(7)KateChopin,T1～o、4微々6η'〃8(CambridgeUniversityPress,NewYork,1996)pp.45-6,p.53の12章に も も う
一・度ロベールが 「もしか したらあなたの海の霊がささやいて宝物 が隠 されている島を教えて くれるか もしれま





Co,BostonMassachusetts,1991)p.96.拙文 はMatthiessenのこの 論 文 に 大 半 を 負 うて い るCな お 文 中 に 著 者
とページ数を示 したのは この論文集に依る。
(n)MaryWilkinsFreeman,ANeruEnglandNun,(TkeGreggPress/Ridgewood.J,1967)p.250.以下 の 括 弧 内
のページ数は引用 したテキス トによる。
⑫ TkeInfant助配 〃x,Co〃66'64五2"θ駕 σ ル勉乏y殖'肋2郡F彬 εη7απ,ed.byBrentL.Kendrick,(TheScarecrow
Press,Inc.Metuchen,N.」.,andLondon,1985)p.97.
㈹ 徐 々本宏幹著 『シャーマニズム』(中公新書,1980)p.27から,正 式にはH.フ ィソダイゼンの定義で 「シャ
一マニズム つ まり精霊によって愚依される祭司的人物の言葉と行為を焦点とする現象」(下線部分は佐々木
氏の傍点部分)を借用した。
⑭ IlowardKerrのMediumand助∫擁 一Rapper:andRoα7'π9」Radicals:S,)〃"πα1's〃2',3/1,紹万αzηL漉解 顔 形,
1850・エ900(UniversityoflllinoisPress,1972)には ニ ュー イ ン グ ラ ン ドの 聖 霊 に つ い て,特 にHawthorns
について言及はあるが,そ の他JewettやFreemanさらには,ア メリカ南部のKateChoplnの聖霊趣味に言及
がないのは残念である。
㈹ KateChopin,TheAwakening,以下 の 括 弧 内 の ペ ー ジ 数 はCambridgeUniversityPreseによ る 。
㈹ 乙6〃8寛げSα2励 α 解 ノ伽o"in1884(?)SundayEvening.(HoughtonM三田inCompany,NewYorkandBoston,
1911)PP。21-22.






⑳ SandraA.Zagarell,`℃α〃～'2ア智PortrayelofCommunityandtheExcluslonofDifference",(ハ勧 〃 燃 εの,SO7!
η昭COπη'り,P.39..
②) 五6〃ε鴬qrS々 搬'207'zβノ6ε彬 〃,toT.B.Aldrich.
㈱ JuliaBader,``TheDissolvingVisionRealisminJewetl,Freeman,andGilman"in/1,η07'αz㍑撒'諭 η;ハ砂～σ趣 ・
SO}'S(TheJohnsHopkinsUniversityPress,BaltimoreandLondon,1982)pp.176-198.
㈱ SherwoodAndersonは1伽榔 う～〃g,0肋を書いた後,そ の地をモデルに した作品を二度 と書かなかった。
■
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